
バリウムに対し過敏症（アレルギー）がある方

腸閉塞や腸捻転の既往がある方

胃部レントゲン検査

検査の方法

胃がんを早期で発見するためには質の良いX線写真の撮影が不可欠です。飲むバリウム

（およそ１５０ｍｌ）は胃の粘膜に付着して粘膜の凹凸を表現しますが、微細な変化を撮影する

ためには胃を膨らます空気（発泡剤）と撮影体位が大切です。ゲップを我慢していただくこと、

素早い体の回転と少し負担のかかる体位（頭低位など）をとっていただくことが必要となりま

す。また、検査の前に胃の収縮運動を抑える薬剤（ブスコパン）を筋肉注射します。使用できな

い場合（禁忌）もありますので問診時に確認いたします。

検査の安全について

Ｘ線を使いますが、当検査において放射線による障害が生じることはありません。・

稀にアレルギー症状が出ることがあります（0.0018％）。造影剤アレルギーのある方はご相談

ください。
・

・ 合併症として便秘、誤嚥(0.05％)、腸閉塞(0.0002％)、腸管穿孔(0.0003％)などがあります。

安全に検査を受けていただくために

胃のバリウム検査を安全にお受けいただくために以下の項目のご確認をお願いいたします。当て

はまる項目があれば検査ができません。また、当日の体調不良を含め、医師や技師が安全性に問

題があると判断した場合は中止および再検査となる場合があります。

妊娠中または妊娠の可能性がある方・

・

・

・

検査日までに３日以上排便がない方

体重が１３０ｋｇ以上の方

１年以内に心筋梗塞や脳梗塞、脳出血を発症した方

麻痺や疼痛により体位の変換が困難な方

腎臓病で水分制限がある方

バリウムや発泡剤を定量飲めない、またはゲップを我慢できない方

バリウムのコップを持てない、または撮影台の手すりをつかむことが困難な方

めまいや高度の難聴のある方

１年以内に手術をしている方(頭部、腹部、消化管、循環器、呼吸器、運動障害)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

上部消化管疾患、炎症性腸疾患の治療中の方

２か月以内にポリープを切除した方



・ 検査前日は就寝前まで水分摂取（水、白湯）は可（アルコールは不可）です。

検査当日は起床時から７時までの２００ｍｌ程度の水分摂取（水、白湯）は可です。

・ 糖尿病の方は検査当日、内服薬およびインスリンを使用しないでください。

前日からのお願い

前日の夕食は、午後８時までに軽くお済ませください。午後８時以降に食事をされた方は検査

時間を遅らせて実施いただきます。残渣が多い場合は途中で中止させていただく場合もござい

ますのでご了承ください。

・

・ 入れ歯安定剤を使用されている方は、前日から検査終了まで使用しないでください。

検査のながれ

・ 検査の前に胃の収縮運動を抑える薬剤（ブスコパン）を筋肉注射します。

使用できない場合（禁忌）や薬剤を希望しない場合は注射をしません。

・ 少量のバリウムで胃を膨らませるために発泡剤（炭酸の粉）を飲みます。

検査終了までゲップを我慢します。

・ バリウムを飲みながら食道の写真を撮影します。

・ 目的の写真を撮影するために装置を動かしていきます。

説明のとおりに下剤の服用および水分の摂取をお願いします。

体も動かしていただき胃の写真を撮影していきます。

写真を撮影するのに支障がある場合はバリウムおよび発泡剤を追加することもあります。・

・ 検査終了後は下剤や注意事項の説明があります。


